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回廊平面図（東半）

東面回廊遺構断面図

東面回廊梁行断面図
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▽正殿整備高：73.80

･･･遺構面（東面回廊東西方向断面）

･･･復原基壇(復原標高＋0.80ｍ)

･･･遺構断面 Ｙ-Ｙ’（東面回廊心）

･･･東面回廊 整備基壇

･･･遺構断面（西面回廊心）

高さ方向10倍

≪高さ方向10倍≫

整備基壇上面
整備基壇GL
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復原標高+0.80ｍ＝整備標高

▽復原標高＋0.80ｍ▽復原標高＋0.80ｍ

▽復原標高＋0.80ｍ

　　↓

　《復原基壇のままの整備が可能》

　《残存遺構が復原基壇に支障してしまう》

復原標高+0.80ｍ＝整備標高

▽整備標高

▽整備標高
▽整備標高

西面回廊については、残存遺構面が低いため、

復原標高＋0.80ｍの高さで整備が可能である。

直下に奈良時代後期の遺構が残存しているため、

東面回廊の基壇整備については、

復原標高＋0.80ｍの高さで整備した場合でも

高く設定する必要がある。

遺構面と支障する部分の基壇位置を

整備高さの設定 整備高さの設定
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